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３．使用料の比較

超過料金（１逢につき）基本料金（１月につき）

用　　途 新料金旧料金新料金旧料金

水　量

（消費税１０％）（消費税８％）（消費税１０％）（消費税８％）

２４０．９０円２３６．５２円１，１８３．60円１，１６２．０８円７逢まで福　祉家

事

用 ２４０．９０円２３６．５２円１，９０６．30円１，８７１．６４円８逢まで一　般

２５６．３０円２５１．６４円３，８８６．３０円３，８１５．６４円１６逢まで業　務　用

　８８．００円 　８６．４０円 ５，３９４．４０円５，２９６．３２円６０逢まで浴　場　用

２．経過措置

　　・令和元年１０月１日時点で継続利用中の方は、１０月期検針時は、原則として旧税率（８％）を

　　　適用します。

　　・１１月分の下水道使用料から新税率（１０％）を適用します。ただし、１０月１日以降で新規に使

　　　用する場合は、新税率（１０％）が適用となります。

１．新税率適用日

　　令和元年１０月１日から

　各家庭における下水道使用料の負担例は次のとおりとなります。

※実際の請求は下水道使用料に上水道料金が加算されます。

負担増額
改定後消費税率

（１０％）

改定前消費税率

（８％）
負　　　担　　　例

３５円
１，９０６円

（うち消費税１７３円）

１，８７１円

（うち消費税１３８円）

下水道を基本水量（８トン）利用の

場合

４４円
２，３８８円

（うち消費税２１７円）

２，３４４円

（うち消費税１７３円）

下水道を水量（１０トン）【２人世帯

１人５トン×２人】利用の場合

８８円
４，７９７円

（うち消費税４３６円）

４，７０９円

（うち消費税３４８円）

下水道を水量（２０トン）【４人世帯

１人５トン×４人】利用の場合

■改正の内容

■下水道使用料の消費税負担例

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税のののののののののののののののののののの引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引きききききききききききききききききききき上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげにににににににににににににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴消費税の引き上げに伴いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道使使使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用用用用用料料料料料料料料料料料料料料をををををををををををををを改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定ししししししししししししししまままままままままままままま下水道使用料を改定しますすすすすすすすすすすすすすす
　消費税（国、地方）が令和元年１０月１日から１０％（改正前８％）に引き上げとなります。これに

伴い、下水道使用料について、次のとおり消費税相当分の改定をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈土木建築グループ　市役所２階緯４２～２２２３〉
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が
定
住
し
や
す
い
環
境
」「
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
」
の
実

現
を
目
指
し
て
お
り
、
子
育
て
世

代
の
か
た
が
た
の
議
論
を
含
め
、

今
後
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
計
画
の
策

定
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
主
な
座
談
会
で
の「
生
の
声
」
に

つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼募集職種及び採用予定数　　消防職　１名

▼受験資格　【学歴及び年齢】　学校教育法に基づく高等学校以上を卒業または令和２年３月卒業見込

　　　　　　　　　　　　　みの方で、平成７年４月２日以降に生まれた方

　　　　　　【運転免許資格】　普通自動車以上の運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方（平成２９

　　　　　　　　　　　　　年３月１２日以降に運転免許を取得した方または取得見込みの方は準中

　　　　　　　　　　　　　型自動車以上）

　　　　　　【身体的要件】　　視力　両眼で０.８以上、かつ一眼でそれぞれ０.５以上の方(矯正視力含む）

　　　　　　　　　　　　　　聴力　左右正常であること

▼受験できない方　　　　　　①日本国籍を有しない方

　　　　　　　　　　　　　　②地方公務員法第16条の欠格条項に該当する方

　　　　　　　　　　　　　　・禁固刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行

　　　　　　　　　　　　　　を受けることがなくなるまでの方

　　　　　　　　　　　　　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立

　　　　　　　　　　　　　　した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成

　　　　　　　　　　　　　　し、またはこれに加入した方

▼試験　　　【第一次試験】　　日　　程：１１月１０日（日）

　　　　　　　　　　　　　　試験内容：教養試験、適性検査、小論文

　　　　　　　　　　　　　　結果通知：１１月中旬（予定）

　　　　　　【第二次試験】　　日　　程：１１月下旬（予定）

　　　　　　　　　　　　　　試験内容：面接、体力検査

　　　　　　　　　　　　　　結果通知：１２月上旬（予定）

▼提出書類　　　　　　　　　①市が交付する受験申込書、履歴書及びエントリーシート

              　　　　　　　　　　　（市ホームページからダウンロードできます）

　　　　　　　　　　　　　　②最終学校の卒業(または見込み)証明書

　　　　　　　　　　　　　　③最終学校の成績証明書

　　　　　　　　　　　　　　④郵便はがき１枚（受験者の住所、氏名を記載したもの）

　　　　　　　　　　　　　　※第二次試験時：市が交付する健康診断書

▼募集期間　　　　　　　　　１０月１日（火）～１０月３０日（水）必着

　　　　　　　　　　　　　　※受け付けは、土･日曜日、祝祭日を除く８時３０分から１７時１５分まで

▼採用条件　　　　　　　　　採用後、市内に居住できる方

▼応募・問い合わせ　　　　　庶務グループ（３階 緯４２～３２１２）

令和２年度採用 市職員を募集します

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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談
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現
在
策
定
中
の
「
後
期
基
本
計

画
」
と
「
第
２
期
歌
志
内
市
総
合

戦
略
」
に
子
育
て
世
代
の
意
見
を

反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実
し
た
子
育

て
支
援
の
実
現
を
図
る
た
め
、
８

月
　
日
、
認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ぞ

２９
ら
で
、「
子
育
て
マ
マ
座
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、　

名
の
保
護
者
が
参

２０

加
し
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
諸

課
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
、
各

種
支
援
制
度
を
は
じ
め
と
し
て
、

子
育
て
の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
「
生
の
声
」
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、「
若
者
や
子
育
て
世
代

医療費無料は家計

の負担が軽くなり

助かっている。

子育て

支援事業

子どもたちが気軽に

遊べる場所がない。

子育て

環境

今後、小学校の移

転に備えて、東光

から文珠の市営住

宅に子育て世帯が

住み替えできるよ

う整備してほしい。

住宅環境

小中学校が一貫と

なった場合に、小

学校まで制服とな

るのか。そうなる

と負担がかかって

しまうので、制服

はない方が良い。

その他

■主な座談会での「生の声」
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本
市
で
は
、
次
の
と
お
り
　
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
季

６５

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に

接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を

有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
な
お
、
年
齢
は
接
種

当
日
の
満
年
齢
で
す
。

茨
　
歳
以
上
の
方

６５
芋
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
、

６０

６５

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
機
能
な
ど

に
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日

常
の
生
活
に
お
け
る
活
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
内
部
疾
患
１
級
に

該
当
す
る
方
）

■
実
施
機
関
・
予
約
受
付
期
間

▽
歌
志
内
市
立
病
院
（
緯
４
２
～

３
１
８
５
）　

月
７
日
（
月
）

１０

～
　
月
　
日
（
金
）

１２

２０

▽
勤
医
協
神
威
診
療
所
（
緯
４
２

～
２
０
２
５
）　

月
７
日
（
月
）

１０

～
１
月
　
日
（
金
）

３１

・
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
電
話
等
で
医
療
機
関
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
接
種
開
始
は
　
月
　
日
（
月
）

１０

２８

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、
市
外

の
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
院
中

の
た
め
市
内
で
接
種
で
き
な
い

場
合
は
、
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

（
緯
４
２
～
３
２
１
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
料
　
金
　
１
，０
０
０
円

※
接
種
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護

世
帯
の
方
は
無
料
で
す
の
で
、

申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

▽
健
康
保
険
証

▽
接
種
対
象
者
芋
に
該
当
す
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳

▽
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
生
活

保
護
手
帳
（
受
給
票
）

〈
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
〉

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１
日
付

け
で
消
防
本
部
警
防
・
救
急
グ
ル

ー
プ
に
勤
務
し
て
い
ま
す
池
田
隼

也
で
す
。

　
出
身
は
標
津
町
で
す
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
な
り
た
か
っ
た
消
防
士
に

な
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
５
か
月
間
、
北
海
道

消
防
学
校
に
入
校
し
、
日
々
の
厳

し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
消
防
士

と
し
て
の
基
礎
知
識
や
体
力
を
身

に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
職
場
で
は
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

先
輩
に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
士
と
し
て
日
々
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、
体
づ
く

り
を
行
い
体
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
趣
味
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

小
学
校
６
年
間
は
サ
ッ
カ
ー
を
、

中
学
・
高
校
で
は
卓
球
部
に
所
属

し
、
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
私
も
市

民
の
一
人
と
し
て
歌
志
内
市
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  　
警
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救
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グ
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ー
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訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器をををををををををををををををををををを購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購訓練用水消火器を購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
　歌志内市婦人防火クラブ（折原智恵子会長）

は、一般財団法人自治総合センターのコミュ

ニティ助成事業の助成を受けて、訓練用水消

火器６本を購入しました。

　この事業は、婦人防火クラブなど家庭にお

ける初期消火活動、救出救護活動及び防火思

想の高揚等を推進するとともに、宝くじの社

会貢献広報事業を目的に助成を行っているも

のです。

　婦人防火クラブでは、この備品を有効活用

することにより、地域住民の防火意識の高揚

を図るとともに、より効果的な予防活動を展

開していきます。

　　　　　＜消防本部予防・保安グループ＞

高
齢
高
齢
者者
の
み
な
さ
ん

の
み
な
さ
ん
へへ

　
　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種種
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▼
と
　
き
　

▽
　
月
　
日
（
土
）
９
時
～
　
時

１０

２６

１６

▽
　
月
　
日
（
日
）
９
時
～
　
時

１０

２７

１５

▼
展
示
種
目
　

▽
陶
芸
・
木
彫
・
樹
石
・
絵
画
・

書
道
・
絵
手
紙
・
生
け
花
な
ど

※
文
化
連
盟
加
盟
団
体
・
サ
ー
ク

ル
以
外
か
ら
の
一
般
参
加
作
品

も
展
示
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
　
月
　
日
（
木
）
ま
で
に

１０

１０

う
た
み
ん
へ
。

▼
と
　
き
　

▽
　
月
　
日
（
日
）　

時
　
分
～

１０

２７

１０

３０

▼
発
表
種
目

▽
太
鼓
・
和
楽
器
・
舞
踊
・
歌
謡

曲
・
ダ
ン
ス
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
婦
人
連
絡
協
議
会

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

に
よ
る
バ
ザ
ー
や
児
童
館
作
品

展
、
歌
志
内
小
学
校
・
中
学
校

に
よ
る
子
ど
も
作
品
展
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

　
市
民
芸
術
文
化
祭
に
あ
わ
せ
、

地
域
交
流
事
業
と
し
て
昨
年
に
引

き
続
き
、
本
市
と
総
合
的
な
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
北
星
学
園

大
学
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
吹
奏
楽
部
は
、
札
幌
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
定
期
演

奏
の
ほ
か
、
福
祉
施
設
な
ど
で
も

軽
快
な
演
奏
を
披
露
し
、
広
く
地

域
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
学
生
メ

ン
バ
ー
と
会
場
の
市
民
が
一
緒
に

楽
し
む
趣
向
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

２６

　
　
時
～
（
開
場
・
　

時
　
分
）

１５

１４

３０

※
市
民
芸
術
文
化
祭
１
日
目

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん
講
堂

▼
入
場
料
　
無
料

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
恒
例
の

「
市
民
芸
術
文
化
祭
」
を
う
た
み

ん
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
グ
ル

ー
プ
（
う
た
み
ん
緯
４
２
～
3

9
0
2
）

　
本
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
市
内
に
お
住
ま
い
の
４
名
の
皆

さ
ん
に
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
祝
状
と
記

念
品
（
銀
杯
）
を
伝
達
し
ま
し
た
。

令
和
元
年

令
和
元
年
度度

  
市
民
芸
術
文
化
祭
を
開
催

市
民
芸
術
文
化
祭
を
開
催
しし
まま
すす

総
合
展
覧
会

芸
能
発
表
会

北
星
学
園
大
学

　
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

祝
状
・
記
念
品
贈
呈

百
歳
の
長
寿
を
祝
っ
て

９
月
　
日
（
水
）

１８

▲川上美津枝さん

▲内海トキさん

▲山下キミさん

▲森實シズヱさん



66令和元年１０月号

被被爆爆７７４４周年原水爆禁止世界大周年原水爆禁止世界大会会
　本市では、昭和６２年９月に非核３原則の堅持と恒久平和を願い、明るく心豊かで幸本市では、昭和６２年９月に非核３原則の堅持と恒久平和を願い、明るく心豊かで幸せせ

な市民生活を守るためな市民生活を守るため、、汲汲非核平和都市宣言非核平和都市宣言泣泣を行いました。を行いました。

8月４日から原水爆禁止世界大会・広島大会に参加した歌志内中学校3年生　8月４日から原水爆禁止世界大会・広島大会に参加した歌志内中学校3年生のの植 植 
ううええ

田 田 
だだ

瑞 瑞 
みみずず

生 生 
きき

さんさんとと高 高 
たたかか

橋 橋 
ははしし

陽 陽 
ひひ

菜 菜 さんの感想文を紹介しますさんの感想文を紹介します。。
なな

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し

　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
てて

　
私
は
、
８
月
４
日
か
ら
６
日
に

行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

・
広
島
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
私
は
原
爆
の
こ
と
に
つ
い
て
は

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

年
７４

前
の
８
月
６
日
に
広
島
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
々
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
原

爆
に
よ
っ
て
何
の
罪
の
な
い
人
々

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
、

と
て
も
悲
し
い
こ
と
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
実
際
に
被
爆
者
の
方
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
方

は
、
原
爆
に
よ
っ
て
家
族
を
失
っ

た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
日
の
朝
は
、
天
気
が

良
く
何
も
な
い
普
通
の
日
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
な
の
に
急
に
、
あ
つ

い
光
に
町
は
焼
か
れ
て
し
ま
い
ま

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

し
た
。
被
爆
者
の
方
も
体
に
大
や

け
ど
を
し
た
そ
う
で
、
今
で
も
や

け
ど
の
跡
が
残
っ
て
い
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。「
も
う
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
そ
の
方
は
そ
の
よ
う

に
訴
え
て
い
ま
し
た
。
今
に
生
き

る
被
爆
者
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　
原
爆
資
料
館
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
資
料
館
に
は
原
爆
当
時
の
写

真
や
、
被
害
を
受
け
亡
く
な
っ
た

人
々
の
遺
品
が
置
い
て
あ
り
ま
し

た
。
あ
た
り
一
面
が
焼
け
野
原
に

な
っ
た
写
真
や
、
放
射
能
に
焼
か

れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
服
な
ど

が
、
当
時
の
悲
惨
な
状
況
を
物
語

っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
亡
く

な
っ
た
方
の
遺
書
が
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
家
族
や
友
だ
ち

を
大
切
に
思
う
気
持
ち
や
、「
生

き
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
は
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
と
て
も
悲
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
私
は
今
回
の
経
験
を
通
し
て
、

原
爆
の
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
自
分
が
こ
う
し
て
生
き
て
い

ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
尊
い
命
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
世
の
中
は
、
戦
争
も
核

も
な
く
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

助
け
合
い
、
平
和
な
世
の
中
に
な

る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
ま
す
。

原
爆
の
悲
惨
さ
を
知
っ

　
原
爆
の
悲
惨
さ
を
知
っ
てて

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
昭
和
　
年
８
月
６
日
、
午
前
８

２０

時
　
分
。
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投

１５
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
で
習
っ
た
こ
と
く
ら
い
し

か
私
は
今
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
今
回
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
に
参
加
し
た
お
か
げ

で
、
原
爆
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
に
県
立
体
育
館
で
行

わ
れ
た
開
会
総
会
で
は
、
被
爆
し

た
方
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

歌志内中学校3年

植田瑞生さん

▲高橋さん（左）と植田さん（右）

歌志内中学校3年

高橋陽菜さん
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ま
し
た
。
丁
寧
に
く
わ
し
く
教
え

て
も
ら
え
た
の
で
、 
瓦
  礫
 の
山
や

が
 
れ
き

苦
し
む
人
々
な
ど
、
当
時
の
光
景

が
し
っ
か
り
と
思
い
浮
か
び
ま
し

た
。
そ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
程
恐

ろ
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
の
朝
に
は
、
子
ど
も
慰

霊
祭
が
平
和
公
園
内
の
原
爆
供
養

塔
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
献

詞
と
献
花
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
私
た
ち
は
広
島
平
和

記
念
資
料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
私

は
資
料
館
で
学
ん
だ
こ
と
が
一
番

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後

の
悲
惨
な
写
真
や
絵
、
遺
品
、
中

に
は
体
の
一
部
ま
で
あ
り
の
ま
ま

展
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
遺

品
の
一
つ
一
つ
と
共
に
そ
の
人
の

写
真
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。　

　
私
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

遺
言
の
紙
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た

男
の
子
の
話
で
す
。 
瓦
  礫
 に
脚
が

が
 
れ
き

埋
も
れ
て
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
彼

は
死
を
覚
悟
し
、
自
分
を
助
け
よ

う
と
し
て
く
れ
た
人
に
、
呉
に
住

む
両
親
に
手
紙
を
渡
し
て
ほ
し
い

と
頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
彼
は
そ
の

場
所
か
ら
出
ら
れ
な
い
ま
ま
命
を

落
と
し
ま
し
た
。
爆
心
地
か
ら
近

い
場
所
で
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た

人
々
も
居
れ
ば
、
生
き
地
獄
を
味

わ
っ
た
人
々
や
今
も
後
遺
症
に
苦

し
む
人
々
も
居
る
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

　
広
島
で
の
３
日
間
で
身
に
付
い

た
知
識
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
核

が
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
も
の
か
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
島
で

得
た
知
識
を
無
駄
に
せ
ず
、
今
後

の
勉
強
に
生
か
し
、
そ
し
て
後
世

へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
、

様
々
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
本

当
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

▲岩﨑副市長に参加の報告をする、右から
高橋さん、植田さん（８月７日）

●被爆７４周年原水爆禁止世界大会

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　
　
月
　
日
（
火
）
か
ら
　
日
（
木
）
ま
で
の
　
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全
道
一
斉
に
実

１０

１５

３１

17

施
さ
れ
ま
す
。

　
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
こ
の
季
節
は
、
取
り
扱
い
不
注
意
や
機
器
の
故
障
な
ど
で
火
災

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

主
な
出
火
原
因

主
な
出
火
原
因
とと

そ
の
対

そ
の
対
策策

■
ス
ト
ー
ブ

▽
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に
、

点
検
・
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
コ
ン
ロ

▽
ガ
ス
台
の
周
り
に
ふ
き
ん
な
ど

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
揚
げ
物
を
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

■
た
ば
こ

▽
吸
殻
は
、
水
な
ど
で
確
実
に
消

し
ま
し
ょ
う
。

▽
灰
皿
に
は
、
吸
殻
を
た
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
電
気
配
線

▽
た
こ
足
配
線
は
せ
ず
、
使
用
後

は
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▽
コ
ン
セ
ン
ト
の
周
り
は
定
期
的

に
清
掃
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
火
遊
び

▽
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
子
ど
も
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
正

し
い
火
の
使
い
方
と
火
災
の
恐

ろ
し
さ
や
火
遊
び
の
危
険
性
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

■
放
火

▽
家
の
周
り
に
、
新
聞
や
段
ボ
ー

ル
な
ど
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
車
庫
や
物
置
に
は
鍵
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

予
防
運
動
期

予
防
運
動
期
間間
中中

▽
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
消

防
車
両
と
有
線
放
送
に
よ
る
予

防
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

▽
消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る

防
火
査
察
を
実
施
し
ま
す
。
各

家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
　
月
　
日
（
火
）　

時
に
サ
イ

１０

１５

２０

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
こ
れ
を

合
図
に
も
う
一
度
火
の
元
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

秋秋
の
火
災
予
防
運

の
火
災
予
防
運
動動

ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心

ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心
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は
じ
め
ま
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
齊
藤

淳
と
申
し
ま
す
。

　
観
光
情
報
の
発
信
を
主
な
仕
事

と
し
て
お
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
て
マ
チ
の
情
報
発
信
や
現
地
取

材
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅

に
て
勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
出
身
は
北
関
東
の
茨
城
県
で
す
。

高
校
時
代
は
夏
休
み
な
ど
の
長
期

の
休
み
を
利
用
し
て
、
茨
城
の
大

洗
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
　
時
間

２０

ほ
ど
揺
ら
れ
、
北
海
道
各
地
を
鉄

道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
駆
使
し
一
人
旅
を
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
歌
志
内
に
も
、
焼
山
線

マ
チ
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し

　
　
P
R
活
動
に
励
み
た
い

の
バ
ス
に
揺
ら
れ
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
旅
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
北
海
道
で
観
光
の
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
高
校
卒

業
と
同
時
に
北
海
道
の
学
校
へ
進

学
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
観
光
学

を
専
攻
し
、
大
学
院
で
は
、
当
時

延
長
開
業
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
北

新
幹
線
「
盛
岡
～
八
戸
」
間
の
開

業
効
果
を
参
考
に
、
北
海
道
新
幹

線
の
需
要
効
果
に
つ
い
て
の
研
究

を
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
当
時

の
愛
車
の
軽
自
動
車
で
道
内
を
く

ま
な
く
巡
り
、
旅
を
す
る
こ
と
が

楽
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
卒
業
後
い
っ
た
ん
本
州
に
戻
り

社
会
人
生
活
を
送
り
ま
し
た
が
、

憧
れ
で
あ
っ
た
北
海
道
で
ま
た
生

活
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

約
３
年
前
に
北
海
道
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
し
て
偶
然
「
歌
志
内
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
募
集
を
目

に
し
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
観
光
へ

の
知
識
を
い
か
し
た
い
と
考
え
、

札
幌
市
か
ら
歌
志
内
市
へ
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
マ
チ
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
Ｐ

Ｒ
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域地域おおここしし協協力隊力隊

氏　　名　 齊 
さい

 藤 　
とう

 淳 
じゅん

年　　齢　４２歳

前住所地　札幌市

出  身  地　茨城県日立市

趣　　味　鉄道旅行

　本市では、観光振興に関する支援活動として、観光の情報発信や

道の駅を拠点とした市民との交流や取材による情報収集などの業務

を行うため、８月１日に新たな地域おこし協力隊員として齊藤淳さ

んを迎えました。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

～茨城県出身・齊藤　淳さん着任！～

　
春
の
記
録
的
な
少
雨
か
ら
は
う

そ
の
よ
う
に
、
8
月
中
ご
ろ
か
ら

9
月
に
か
け
て
は
雨
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
に
降
ら
な
か
っ
た
か
ら
良
い

の
で
は
？
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

そ
う
言
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

少
雨
の
影
響
で
草
の
乏
し
い
土
は

一
気
に
水
気
を
含
み
、
一
部
で
は

冠
水
し
て
し
ま
い
対
応
す
る
の
に

時
間
が
か

か
り
ま
し

た
。

　
春
先
に

そ
れ
な
り

に
降
雨
が

あ

れ

ば
、

下
草
も
多

様
に
生
え
、

適
切
に
草
の
管
理
を
し
て
い
れ
ば
、

た
と
え
集
中
豪
雨
で
も
草
が
水
気

を
吸
収
す
る
の
で
、
悪
い
影
響
は

少
な
い
の
で
す
。
雨
が
断
続
的
に

降
っ
た
こ
と
で
、
春
先
の
雨
の
大

事
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
苗
木
に
つ
い
て
は
、
実
を
つ
け

た
ぶ
ど
う
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
色
が

つ
い
て
き
て
、
味
見
を
す
る
と
ま

だ
ま
だ
酸
味
が
強
く
酸
っ
ぱ
い
で

す
が
、
確
実
に
ぶ
ど
う
の
味
が
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
天
候
、
鳥
、
ス
ズ

メ
バ
チ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
か
ら

の
猛
攻
を
ど
れ
だ
け
し
の
げ
る
か

に
よ
っ
て
、
収
量
が
決
ま
り
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
ぶ
ど
う
の
実
を

無
事
に
収
穫
で
き
る
よ
う
に
見
守

っ
て
い
き
ま
す
。

〈
栽
培
技
術
員
　
遠
藤
〉



＜本市では以下の方にインフルエンザ予防接種費用の助成を行っています＞

　・６５歳以上の方など（本紙４ページをご覧ください）

　・１歳～中学生の方（対象の方に案内を発送しています）
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　ウイルスは、症状の出る前日から発症後３～７日間は排出されると一般的に言われています。ウ

イルスは熱が下がると減少していきますが、ウイルスの排出期間には個人差があります。熱が下が

り数日が経過しても、せきやくしゃみ等の症状が続いている場合は、周りの人にうつさないよう気

をつけましょう。　

　学校保健安全法では、発症後５日を経過し、熱が下がった日をゼロ日として２日（幼児は３日）

経過するまでが出席停止期間ですが、学校、職場等で取り決めがあれば、それに従いましょう。

　今月のレッツ健康は『季節性インフルエンザの予防』についてです。

　次回は、『歯周病と糖尿病』についてです。

〈問い合わせ〉保健介護グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

★季節性インフルエンザ（以下インフルエンザ）と普通の風邪、どう違うの？

★インフルエンザにかかってしまったら？

②安静にして休養しましょう

③水分をじゅうぶんにとりましょう（発熱による脱水を予防）

④まわりの人にうつさないよう「せきエチケット」を心がけましょう

　・インフルエンザは、主に、せきやくしゃみをした際のしぶきに含まれるウイルスで感染します。

　　＜せきエチケットの方法について＞

　　　　マスクの取扱説明書を読み、鼻や口をおおい、すき間がないようにマスクを着用します。マ

スクをしていないときにせきをする際は、ティッシュや腕の内側で口と鼻をおおいます。使用

したティッシュは、ふた付きのごみ箱に捨てましょう。

　　　　また、せきをする際は、周囲の人から顔をそむけ１メートル以上離れましょう。手のひらで

せきを受けとめてしまったときは、すぐに手を洗いましょう。

①早めに医療機関を受診して治療を受けましょう

　※発熱後１２時間以内だと検査方法によっては、感染しているかわ

からないことがありますが、早めに抗ウイルス剤等を使用する

ことで、早期に症状が緩和されます。

★インフルエンザにかからないためには？

②適切な湿度（５０～６０％）を保ちましょう

　・空気が乾燥するとウイルスが増殖しや

すく、乾燥により気道の粘膜の防御機

能が低下します。室内では加湿器を使

用したり、外出時はマスクを着用しま

しょう。

④予防接種を受けましょう

　・予防接種には感染する可能性を減らし、重症化

を予防する効果があります。インフルエンザは

１２月～３月に流行することが多いので１１月中を

めどに接種しましょう。ワクチン接種後の免疫

の有効期間は５か月間程度です。

③免疫力を高めましょう（じゅうぶ

んな睡眠とバランスの良い食事）

   ・免疫力が弱っていると感染し

　　やすく、重症化しやすくなりま

す。

①ウイルスを近づけないようにしましょう

　・人混みを避け、ウイルスとの接触機会を減らす。

　・外出時は、手で口や鼻などを触らないようにする。

　・外出後や調理・食事の前などに石けんを使って手を洗う

　　（アルコールを含んだ消毒液も効果的）。

普通の風邪インフルエンザ分類

さまざまなウイルス・細菌インフルエンザウイルス原因

微熱～38度前後のことが多い38度以上の高熱発熱

ゆるやか急激進行

のどの痛み・せき・鼻水などの症状のみのこ

とが多い

のどの痛み・せき・鼻水などに加え、全身の

だるさや関節痛などの全身症状

※肺炎などの合併症を起こすこともある

症状

高齢者・子ど

も・呼吸器の

疾患がある方

などは重症化

しやすいので、

ぜひ予防接種

を受けましょ

う！


